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Aristotle
アリストテレス 

 プラトンの弟子であったアリストテレス（紀元前 384
― 322年）は、西洋思想に誰よりも深い影響を与えて
きた。政治理論と倫理学とは、まさにアリストテレスの
著作が 2000年以上も影響を与えてきたふたつの領域で
ある。正義の原理は、法及び合法的な規則に基づくと同
時に、法の下での公平並びに平等に依拠しているという
彼の見解は、各時代を通して人権理論家にとっての出発
点であり続けた。
　アリストテレスは、アレクサンドロス大王の祖父に当
たるマケドニアのフィリッポス１世の宮廷医の息子とし
て、紀元前 384年、北方ギリシアの小さなギリシア植
民都市に生まれた。紀元前 347年にプラトンが死ぬま
で、アテネにあったプラトンのアカデメイアで 20年間
研究し、その後 12年間にわたる遍歴の中で、アッソス
とレスボス島にアカデメイアを創立し、マケドニアで
フィリッポスの息子アレクサンドロスの家庭教師をする
こととなった。
　アリストテレスの研究範囲はその師よりも広く、その
著書は物理学に植物学、また芸術まで及んでおり、彼
の死後 2000年にわたってその確たる地位を保ち続けた。
プラトン同様、彼もまた国家と個人の生活の関係につい
て幅広く論じている。彼にとって、統治と国制は実質上
同一の概念であり、国制とは、最高の法を内容とするた
だひとつの記録というよりは、統治の様々な形態がどの
ように機能するかを記述したものなのである。彼の政治
と国制に関する研究の中に、158にわたる国制の調査研
究の集成もある。
　アリストテレスは国家とはちょうど、家族や村のよう
に、それよりは高次な形態であるにしても人間組織の自
然な形態であると論じた（ただ彼は、主人と奴隷の関係、
あるいは妻や母親より夫や父親が優位にあるということ
に疑義を唱えなかった）。また、彼は国家の目的が国民
に最高の善を促進することにあると主張した。この究極
の善とは、名誉や喜びや理性、そしてその他の美徳の総
体であり、ギリシア語で「エウダイモニア」（幸福）と
呼ばれたものである。
　政府が市民をどう扱うかが市民の人権に影響するため、
アリストテレスによる国家の本質と目的に関する理論は、
人権理論に多大なる影響を与えた。彼はまた、人間が話
す力を有し、また、政治的連合を形成する必要性を有す
る唯一の動物であると認識した上で、次のように論じて
いる。「人間だけが、善と悪、公正と不公正というよう
な感覚を有しており、これが人間の特徴である」。そし
て、彼は以下のように結論している。「単なる成りゆき
からではなく、本性から国家を持たない人間は、悪人で
あるか、人間を超えた存在である」。アリストテレスの
著作中、特に『政治学』と倫理に関する二つの書物にお

いて、民主制や、憲法、公正、正義、そして法の下での
平等といった、今日の人権を理解する上での重要な役割
を持つ概念が論じられている。
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Artists
芸術家（アーティスト）

　芸術の創作は、他の動物には見られない人間の特性で
ある。紀元前 2万 8000年頃のマンモスの牙を彫って造
られた小さな馬の彫像や、紀元前 1万年から 1万 5000
年に遡るとされるフランス、ラスコーにある洞穴画は、
象徴表現や、美的表現といった人間的素質を確証する最
も初期の証拠である。実際、人類の歴史は、建築、絵画、
彫刻、そして文学のような芸術の形態においてほぼ完全
に表現することができる。かの古代ギリシアの哲学者プ
ラトンは、芸術の自由が、彼の新しい共和国の全体主義
的土台を揺るがすのではないかと危惧したらしいが、こ
のことは、芸術の力がいかに強いかということの証であ
る。
　芸術の自由はいつの時代にも大きな議論の的である。
芸術作品が宗教的また道徳的信念と対立すると、それら
は、神への冒涜、猥褻あるいはポルノグラフィーとし
て糾弾されうる。政府によっては、合法的なある種のイ
メージの使用を制限することもある。例えば、ナチスド
イツ以降、インドの伝統的な芸術的象徴である鍵十字の
使用が公的に禁止されてきた。芸術上の表現手段と認め
られている映画やレコードもまた、それらが社会的規範
を犯すという理由で政治的権威によって禁止されたり破
壊されたりしてきた。
　芸術の健全さを維持するために芸術家たちはその作品
の使用を管理する自由やそこから利益を得る自由、また、
著作権法的協定によってほとんどの国において、また国
際的にも保護される権利を必要とする（合法的な調査と
学術的な研究に用いる場合を除いて）。芸術並びに文学
作品が検閲に直面する時、表現の自由という権利もまた
重要となる。今や古典となっているジェームズ・ジョイ
スの『ユリシーズ』（1922年）は、最初はイギリスと
米国において発禁となった。1994年にヨーロッパ人権

裁判所は、3対 6という投票の結果によって、ローマカ
トリック教会に猥褻とみなされた映画『Das Liebeskonzil

（愛欲公会議）』のフィルムをオーストリア政府が押収
し没収したことは、「人権及び基本的自由の保護のため
の条約（ヨーロッパ人権条約）」（1950年）の第 10条
「表現の自由」に抵触しないという判決を下した。
　芸術家の権利を取り扱っているいくつかの国の憲法
としてドイツの憲法（1949年）やスウェーデンの憲法
（1975年）があげられる。また、アイルランドの憲法
（1937年）では、実際に芸術家が議会の上院に選挙さ
れるように定められている。芸術家の権利を保護する国
際人権文書には、「文学的及び美術的著作物の保護に関
するベルヌ条約」（1896年、その後 5回の改定がなさ
れ最新は 1971年）、「万国著作権条約」（1971年改定）、
そして経済社会理事会（ECOSOC）によって採択された
「実演家、レコード製作者及び放送機関の保護に関する
国際条約」（1961年）などがある。 例えば、最後のもの
は、文学的また美著作物の保護を「俳優、歌手、演奏家、
舞踏家やその他文学的又は美術的著作物を上演し、唱
し、口演し、朗詠し、若しくは演奏し又はその他の方法
によって実演する者」、また「実演の者その他の者」を
「レコード」、すなわち「実演の者その他の者の専ら聴
覚的な固定物」に「最初に固定した自然人又は法人」に
まで拡大している。それはまた、実演家や製制作者の承
諾を得ないでその著作物の放送や公衆絵の伝達が行われ
ることを禁じている。この条約の締結国はそれらの芸術
家の権利に法的保護を与えることに同意している。

「南アフリカ憲法」（1997年）、第2章「基本的人権」、
「表現の自由」：16 ⑴ だれでも以下のような表現の自
由に対する権利を有する。⒞ 芸術的創作の自由……。

「芸術家の地位に関する経済社会理事会勧告」（1980
年）:「芸術家は社会の生活並びに発展において重要な
役割を担う。……そして、その創作と着想と表現の自由
が保護されると同時に社会の発展に貢献する機会並びに
他の市民同様おいて社会においてにそこでその責任を果
たす機会が与えられるべきである」。

「米国最高裁判所」（1909 年）:「『著作権法に従い、
また一般に向けての出版に先立つ独占的な複製について
の普通法の権利を放棄した』著作者は、『……法律に定
められたもので相当する期間、増刷と増版の独占的権利
を得る。議会は、〔著作権法の制定において〕現行の権
利を認可しなかったので、新しい権利を考案したのであ
る。』」

「ヨーロッパ人権裁判所」（1988年）:「芸術作品を創

作したり、上演したり、頒布したり展示したりする人々
は、民主主義社会にとって考えや意見の本質的な交換に
貢献している。それ故、国家の義務は、この人々の表現
の自由を不当に侵害しないことである」。
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Assembly
集会

　政治について議論するために、また政府の政策に対し
て支持を表明したり変更を申し立てたりするために、あ
るいは政府当局への苦情を表すために国民が集まる自由
は、古い歴史を持つ民主的手続きである。今や、電気通
信は市民の集団がサイバースペースに集まることや、E

メールによって政府に請願することを可能にしたが、お
互いが出会い、グループとして出会うという社会的相互
作用の必要性は、市民とその政府の間のコミュニケー
ションの過程において、確実に重大な要素であり続ける
だろう。それゆえ、共通の目標を促進するために、一時
的かつ平和的に集団で集まるという人権は不可欠のもの
である。
　多くの国は、国の立法府の名として、古フランス語
に由来する assembly という語を採用している。しかし、
異議を申し立てたり、苦情を述べたりするために集ま
る人民の非政府的集会の概念は何世紀にもわたって知ら
れてきた。紀元前４世紀に書かれた『政治学』でアリス
トテレスは、集会というものを、法律を定め、憲法を顧
慮し、為政者の勅令を聞く市民の集団として記述してい
る。13世紀のアイスランドの物語『ヤールのサガ』は
こう物語っている。「グンナルはシグフースのすべての
息子たち、そしてヤールとその息子たちと共にアールシ
ン（アイスランド国会）まで馬で乗りつけた。彼らは一
緒に歩き回り、そこにいたどの集団も恐るべきものでは
ないことがわかった」。
　今日、集会の権利はほとんどの国の憲法で保障されて
おり、多くの国際的人権文書において明示されている。
「世界人権宣言」（1948年）の第 20条に見られるよう
に、時には結社の権利と関連づけられつつ、集会の権利
はアングロ・サクソンのコモンローやイングランドの憲

Aristotleアリストテレス Assembly集会


